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日
本
共
産
党
青
森
県
議
会
議
員 

 
 

安
藤
は
る
み
の 

新
・ア
ジ
サ
イ
だ
よ
り 

 

 

（ 

沖
縄
戦 

） 

 
 

５
月
15
日
沖
縄
県
の
日
本
復
帰
50
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
沖
縄
県
の
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は

「
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な
建

議
書
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
復
帰
前
年
、

屋
良
朝
苗
・
琉
球
政
府
行
政
主
席
名
で
ま
と
め
ら
れ
た

「
復
帰
措
置
に
関
す
る
建
議
書
」
を
踏
ま
え
、
当
時
県

民
が
求
め
た
「
基
地
の
な
い
平
和
の
島
」
の
実
現
に
取

り
組
む
よ
う
日
本
政
府
に
求
め
て
い
ま
す
。 

 

私
は
、
以
前
映
画
「
白
旗
の
少
女
琉
子
」
の
上
映
会

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
米
軍
の
沖
縄
記
録

フ
ィ
ル
ム
に
、
白
旗
を
か
か
げ
て
米
軍
に
近
づ
い
て
い

く
６
歳
く
ら
い
の
少
女
が
映
っ
て
お
り
、
そ
の
あ
と
か

ら
両
手
を
あ
げ
て
つ
い
て
く
る
日
本
兵
が
み
え
、
そ
の

映
像
に
衝
撃
を
受
け
た
二
人
の
沖
縄
の
作
家
が
つ
む

ぎ
だ
し
た
感
動
の
絵
本
の
映
画
化
で
し
た
。
私
は
こ
の

取
り
組
み
の
中
で
初
め
て
沖
縄
戦
の
む
ご
さ
を
知
り

ま
し
た
。
特
に
衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
壕
に
潜
む
日
本
兵

が
ア
メ
リ
カ
兵
に
居
場
所
を
突
き
止
め
ら
れ
る
の
を

恐
れ
、
先
に
壕
に
逃
げ
込
ん
で
い
た
沖
縄
の
人
々
に
対

し
無
理
難
題
を
突
き
付
け
泣
き
叫
ぶ
子
ど
も
を
殺
す

よ
う
命
じ
、
母
親
は
泣
く
泣
く
外
に
出
て
我
が
子
を
木

に
打
ち
つ
け
て
殺
し
た
と
い
う
の
で
す
。 

 

日
本
で
の
唯
一
の
地
上
戦
と
な
っ
た
沖
縄
戦
で
軍

人
、
民
間
人
合
わ
せ
て
23
万
人
が
戦
死
し
ま
し
た
。「
基

地
の
な
い
平
和
の
島
」
を
望
む
の
は
当
然
で
す
。
今
計

画
に
上
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
が
敵
国
か
ら
攻
撃
さ
れ

た
時
、
日
本
が
沖
縄
の
島
々
か
ら
敵
基
地
攻
撃
を
発
動

さ
せ
る
な
ど
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を

初
め
世
界
中
か
ら
戦
争
の
悲
劇
を
生
み
出
し
て
は
な

ら
な
い
。
戦
争
か
平
和
の
選
択
の
選
挙
が
７
月
10
日
投

票
で
戦
わ
れ
ま
す
。
平
和
を
願
う
１
票
が
９
条
を
守
り

ま
す
。 
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口
ず
さ
む 

 
 

 
 

 
 

 

美
空
ひ
ば
り
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

反
戦
歌 
 

 
 

 
 

 

（
は
る
み
の
ワ
ク
ワ
ク
川
柳
） 

５／２５～２６  

総務企画危機管理委員会で調査 

三八地域県民局概要、三陸

復興公園、蕪島神社周辺の

地域振興、八戸市における

津波防災の取組、県・八戸

市協同の道路整備による

地域振興、八戸市美術館を

活用した街中のにぎわい

創出、上北地域県民局概

要、原子力センターの概要

（写真・環境放射線測定の

ため牧草を乾燥する機械

の前で） 

 

５／２１～２２  

十和田古道シンポジウムと現

地見学会に参加 

 

 

５／１４ 街頭議会報告行う 
～駅前、さくら野前、生協和徳店前～ 

 

 

 

 

５
月
20
日 

～
総
務
企
画
委
員
会
で
質
問
～ 

●
青
森
県
庁
の
女
性
管
理
職
の
割
合 

全
国
最
低
！ 

目
標
値(

２
０
２
６
年)

８
％
に
対
し
現

在
６
％
。
取
り
組
み
の
加
速
を
求
め
る 

 

鳥
取
県
庁
が
２
４
．
４
％ 

東
北
ト
ッ

プ
の
山
形
県
庁
が
１
５
．
２
％
。
政
府
の

掲
げ
る
目
標
は
２
０
２
０
年
代
の
可
能

な
限
り
早
期
に
30
％
で
す
。
世
界
で
一
番

高
い
の
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
４
３
．
４
％
、

次
い
で
ア
メ
リ
カ
が
４
３
．
４
％
で
す
。

目
標
値
引
き
上
げ
と
青
森
県
に
お
け
る

今
後
の
女
性
管
理
職
の
割
合
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。 

●
男
性
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
率
青

森
県
で
は
２
９
．
８
％
。
目
標
値
１
５
％ 

 
 
 
 
 
 
 
 

を
上
回
っ
て
い
る
が
、
育
児
休
業
に
係

る
国
の
制
度
改
正
の
周
知
と
さ
ら
に
取

り
や
す
く
す
る
職
場
の
環
境
改
善
を
求

め
る 

 

 

※
２
０
２
２
年
４
月
１
日
か

ら
「
男
性
育
休
」
が
段
階
的

に
施
行
さ
れ
、
男
性
の
育
児

休
業
取
得
を
促
進
す
る
た

め
、
産
後
パ
パ
育
休
（
出
生

児
育
児
休
業
を
２
０
２
２
年

１
０
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
子
ど
も
が
１
歳
ま
で
と

す
る
育
休
制
度
と
は
別
に
、

出
生
後
８
週
間
以
内
に
４
週

間
ま
で
育
児
休
業
を
取
得
で

き
る
）
が
創
設
さ
れ
た
。 

●
死
者
５
万
人
予
測
の
「
日

本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の

巨
大
地
震
」
を
踏
ま
え
た
市

町
村
の
防
災
対
策
強
化
を 

※
青
森
県
は
、
国
に
よ
る
日

本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
に
お

け
る
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
断

層
モ
デ
ル
の
設
定
、
県
の
津

波
浸
水
予
測
の
変
更
を
踏
ま

え
、
平
成
２
４
・
２
５
年
度

に
実
施
し
た
大
平
洋
側
の
被

害
想
定
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
地
震
の

揺
れ
の
予
測
は
太
平
洋
沿
岸

の
広
い
地
域
で
震
度
６
弱
や

震
度
６
強
が
、
内
陸
部
で
も

津
軽
平
野
な
ど
で
は
震
度
６

弱
の
揺
れ 

が
予
測
さ
れ
、
ま
た
、
津
軽

平
野
で
は
液
状
化
危
険
度

が
高
い
予
測
と
な
っ
て
い

ま
す
。
弘
前
市
の
被
害
想
定

は
建
物
被
害
２
０
０
０
、
死

者
数
30
人
、
避
難
者
４
１
０

０
人
で
す
。 

安
藤
は
市
町
村
の
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
取
組
状

況
を
問
い
、
防
災
危
機
管
理

課
長
は
「
海
岸
線
を
有
す
る

22
市
町
村
で
作
成
済
。
今
回

の
津
波
想
定
を
踏
ま
え
見

直
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、
さ

ら
に
、
今
回
の
市
町
村
別
被

害
予
測
調
査
結
果
を
市
町

村
の
今
後
の
防
災
対
策
に

繋
げ
て
い
く
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。 

ま
た
、
原
子
力
災
害
と
の
複

合
災
害
予
測
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
調
査
に
は
全
く
反

映
さ
れ
て
お
ら
ず
問
題
だ

と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 
他
に
●
六
ケ
所
再
処
理
工

場
の
新
規
制
基
準
適
合
審

査
に
つ
い
て
●
本
県
の
人

口
減
少
の
状
況
と
対
策
に

つ
い
て
も
取
り
上
げ
ま
し

た
。 

 

 


